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●
仁
川
は
変
わ
っ
た
の
か

　

仁イ
ン
チ
ョ
ン川（
仁
川
広
域
市
）
は
、
韓
国
西

岸
の
黄
海
に
面
す
る
同
国
第
三
の
都
市

（
人
口
約
二
九
九
万
人
︹
二
〇
一
四

年
︺）
で
あ
り
、
三
〇
キ
ロ
強
の
距
離

に
あ
る
首
都
ソ
ウ
ル
と
一
体
化
し
て
、

首
都
圏
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
。
一

八
八
三
年
の
開
港
を
期
に
貿
易
港
と
し

た
栄
え
た
仁
川
の
、
二
〇
世
紀
後
半
に

お
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
二
次
産
業
と
三

次
産
業
の
従
事
者
数
が
均
衡
し
て
い
る

典
型
的
な
「
工
業
都
市
」
で
あ
る
と
と

も
に
、「
産
業
構
造
は
も
ち
ろ
ん
、
生

活
の
与
件
も
ソ
ウ
ル
に
従
属
し
て
い

る
」「
ソ
ウ
ル
の
衛
星
都
市
」（
参
考
文

献
①
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

今
世
紀
に
は
い
り
、
仁
川
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か

で
韓
国
が
こ
う
む
っ
て
い
る
変
化
と
あ

い
ま
っ
て
、
表
面
的
に
は
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
仁
川
が
深
部
に
お
い

て
か
か
え
る
問
題
構
図
は
、
は
た
し
て

変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に

　

「
未
来
都
市
」
仁
川
の
光
と
影大

畑 

裕
嗣

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
仁
川
や
韓
国

の
文
脈
を
超
え
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

都
市
の
未
来
を
占
う
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
だ
が
、
現
在
の
仁
川
だ
け
に
限
っ

て
み
て
も
、
こ
の
都
市
が
示
す
さ
ま
ざ

ま
な
顔
と
直
面
し
て
い
る
複
合
的
な
課

題
を
全
般
的
に
扱
う
こ
と
は
、
本
稿
で

は
で
き
な
い
。
今
世
紀
の
仁
川
の
変
化

に
ふ
れ
た
後
、
こ
の
都
市
の
光
の
例
と

し
て
「
松ソ
ン
ド島

国
際
都
市
」
を
、
影
の
例

と
し
て
「
首
都
圏
埋
め
立
て
地
」
を
紹

介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

●
二
一
世
紀
の
仁
川

　

韓
国
に
多
少
な
り
と
も
関
心
を
持
つ

現
在
の
日
本
人
の
多
く
が
、「
仁
川
」

と
い
う
都
市
名
か
ら
ま
ず
連
想
す
る
の

は
、
二
〇
〇
一
年
に
開
業
し
た
「
仁
川

国
際
空
港
」
だ
ろ
う
。
空
港
の
操
業
開

始
に
続
き
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
空
港

に
隣
接
す
る
永ヨ
ン
ジ
ョ
ン宗と

、
青チ

ョ
ン
ナ羅

、
松
島
の

三
地
区
（
松
島
地
区
は
「
松
島
国
際
都

市
」
と
呼
ば
れ
る
）
か
ら
な
り
、「
東

北
ア
ジ
ア
の
物
流
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
レ

ジ
ャ
ー
、
観
光
産
業
の
中
心
地
」
と
な

る
こ
と
を
め
ざ
す
「
仁
川
経
済
自
由
区

域
」
が
政
府
に
よ
っ
て
公
式
に
指
定
さ

れ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
空
港
と
松
島

国
際
都
市
を
結
ぶ
、
韓
国
内
最
長
の
橋

梁
で
あ
る
仁
川
大
橋
が
開
通
し
た
。
仁

川
で
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
二
〇
〇
九

年
の
仁
川
世
界
都
市
祝
典
、
二
〇
一
〇

年
の
Ｇ
20
財
務
次
官
会
議
、
二
〇
一
四

年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
と
国
際
的
な
イ

ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
行
わ
れ
、
二
〇
一

二
年
に
は
国
連
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
緑
の
気
候
基
金
」（green clim

ate 
fund

）
本
部
が
松
島
国
際
都
市
に
誘
致

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
仁
川
の
変
化
の

姿
は
、
韓
国
の
一
地
方
都
市
と
い
う
概

念
を
超
え
、
あ
る
種
の
「
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
未
来
都
市
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
啓

示
す
る
に
至
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

●
仁
川
経
済
自
由
区
域
︑
松
島
国

際
都
市
︑「
コ
ン
パ
ク
ト
・
ス

マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
」

　

仁
川
経
済
自
由
区
域
は
、
外
資
誘
致

の
た
め
に
、
国
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
費

用
を
負
担
し
、
規
制
緩
和
や
税
制
上
の

特
恵
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
活
用
で
き
る

特
区
に
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
）。

し
か
し
、
区
域
の
開
発
を
担
当
す
る
仁

川
経
済
庁
が
二
〇
一
五
年
二
月
に
発
表

し
た
「
仁
川
経
済
自
由
区
域
・
中
長
期

財
政
健
全
化
推
進
計
画
」
に
よ
れ
ば
、

区
域
の
歳
出
入
に
関
し
て
は
、
二
〇
一

九
年
ま
で
は
年
間
一
〇
億
～
三
〇
〇
〇

億
ウ
ォ
ン
程
度
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
、

黒
字
転
換
は
二
〇
二
〇
年
以
降
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
（
参
考
文
献
③
）。
仁

川
経
済
自
由
区
域
は
、
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
、
投
入
さ
れ
る
膨
大
な
開
発
費
用

に
見
合
う
だ
け
の
外
資
誘
致
を
も
た
ら

す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

仁
川
経
済
自
由
区
域
の
一
部
で
あ
る

松
島
国
際
都
市
は
、
区
域
や
「
新
し
い

仁
川
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｒ
機
能
を
中

心
的
に
担
う
空
間
に
な
っ
て
い
る
と
み

て
よ
い
。
松
島
国
際
都
市
は
、
仁
川
空

港
の
開
港
に
先
立
つ
一
九
九
〇
年
代
中

盤
か
ら
海
面
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
造
成

が
行
わ
れ
、
二
〇
二
〇
年
の
完
工
を
目

標
に
、
国
際
貿
易
と
金
融
、
情
報
基
盤

産
業
、
環
境
親
和
型
居
住
に
特
化
し
た

■特 ■集
朝鮮半島の都市
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「未来都市」仁川の光と影

地
域
と
し
て
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

松
島
国
際
都
市
の
理
念
を
象
徴
す
る

施
設
と
し
て
、
仁
川
市
博
物
館
が
運
用

す
る
展
示
館
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
ス
マ
ー

ト
・
シ
テ
ィ
」
が
あ
る
。
コ
ン
パ
ク

ト
・
ス
マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
は
、「
都
市

計
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
韓
国
最
初
の
展

示
空
間
」
と
し
て
二
〇
〇
九
年
に
開
館

し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
概
念
を
適
用
し
て
、
仁

川
の
過
去
と
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
一

望
で
き
る
場
」（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
）
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
の
象
徴
的
な
展
示
館
の
名
称
に
用

い
ら
れ
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
」

は
、
都
市
計
画
理
論
に
お
い
て
は
新
し

い
概
念
で
は
な
い
。
一
九
七
〇
年
代
に

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
の
研
究
者

た
ち
が
提
唱
し
た
、
直
径
約
二
・
五
キ

ロ
の
円
形
空
間
の
内
側
に
二
五
万
人
の

人
口
を
収
容
す
る
と
い
う
仮
想
都
市
の

プ
ラ
ン
が
源
流
に
あ
る
。
欧
米
の
都
市

計
画
思
想
の
な
か
で
は
、
い
っ
た
ん
あ

ま
り
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
コ
ン
パ
ク

ト
・
シ
テ
ィ
の
発
想
が
、
韓
国
と
い
う
、

先
進
国
で
あ
る
と
同
時
に
開
発
途
上
国

と
し
て
の
か
つ
て
の
姿
を
色
濃
く
残
す

国
家
の
都
市
構
想
に
採
用
さ
れ
て
い
く

経
緯
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
変
容
は
興
味
深
い
。
近
年
の
日
本

の
地
方
都
市
で
唱
え
ら
れ
る
コ
ン
パ
ク

ト
・
シ
テ
ィ
構
想
に
お
い
て
は
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
と
郊
外
の
膨
張
へ
の

対
応
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
二
一
世
紀
の
仁
川
の
構

想
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
結
節
点
と

し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
の
性
格

と
、
環
境
親
和
的
で
市
民
生
活
の
利
便

性
を
考
慮
し
た
「
持
続
可
能
な
生
活
空

間
」
と
し
て
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

の
性
格
を
、
松
島
国
際
都
市
と
い
う
生

成
し
つ
つ
あ
る
新
た
な
都
市
空
間
に
お

い
て
融
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
と
み

な
し
う
る
。

●
開
発
の
つ
け
と
「
首
都
圏
埋
め

立
て
地
」
問
題

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
仁
川
の

「
未
来
都
市
」
構
想
に
対
す
る
住
民
や

生
活
者
の
素
朴
な
実
感
に
基
づ
く
批
判

は
根
強
く
存
在
し
、
そ
の
基
調
は
、
一

九
八
○
年
代
の
仁
川
の
人
口
急
増
期
か

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。
韓

国
の
「
圧
縮
的
近
代
化
」
を
さ
ら
に
圧

縮
し
た
よ
う
な
仁
川
の
開
発
過
程
。
黄

海
沿
岸
の
数
多
く
の
干
潟
を
埋
め
立
て
、

自
然
の
海
岸
線
を
失
っ
て
な
さ
れ
た
経

済
自
由
区
域
の
造
成
…
…
。
仁
川
の
都

市
構
想
を
検
討
し
た
あ
る
地
方
紙
の
記

事
は
、「
結
局
、
仁
川
市
民
は
幸
福
に

な
っ
た
の
か
。
仁
川
は
、
世
界
的
に
高

く
評
価
さ
れ
る
、
風
格
の
あ
る
都
市
に

な
っ
た
の
か
。
わ
た
し
た
ち
は
仁
川
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
に
自
負
心
を

感
じ
て
い
る
の
か
」（
参
考
文
献
④
）

と
問
い
か
け
る
。

　

こ
の
問
い
か
け
を
、
世
界
中
ど
こ
に

で
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
定
型
化
し
た

「
対
抗
開
発
」
の
言
説
と
し
て
切
り
捨

て
る
こ
と
は
、
仁
川
が
今
日
直
面
し
て

い
る
現
実
的
な
課
題
か
ら
目
を
そ
む
け

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ

の
問
い
か
け
に
続
き
、
記
事
が
指
摘
す

る
の
は
、「
世
界
的
な
国
連
（
機
関
の

所
在
）
都
市
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
緑
の

都
市
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
、
現

実
の
仁
川
が
有
す
る
「
持
続
可
能
な
発

展
」
の
た
め
の
潜
在
力
と
の
あ
い
だ
の

埋
め
が
た
い
ギ
ャ
ッ
プ
な
の
だ
か
ら
。

そ
れ
を
端
的
に
示
す
争
点
が
、
市
内
西

区
に
位
置
し
、
二
○
○
六
年
ま
で
に
造

成
事
業
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
「
首
都
圏
（
廃
棄
物
）
埋
め
立
て

地
」
の
今
後
の
運
用
の
問
題
で
あ
る
。

廃
棄
物
の
搬
入
を
行
っ
て
い
る
仁
川
市
、

ソ
ウ
ル
市
、
京
畿
道
の
首
都
圏
三
自
治

体
と
、
環
境
部
と
い
う
行
政
主
体
間
で
、

さ
ら
に
「
首
都
圏
埋
め
立
て
地
市
民
協

議
会
」
の
場
で
の
市
民
参
加
を
介
し
て
、

ど
の
よ
う
に
調
整
を
行
い
、
合
意
を
形

成
す
る
か
と
い
う
切
実
な
課
題
が
存
在

す
る
が
、
仁
川
が
引
き
受
け
て
い
る
、

一
日
平
均
一
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
近
く
の

首
都
圏
の
廃
棄
物
の
処
理
を
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
の
先
行
き
は
不

透
明
で
あ
る
。「
未
来
都
市
」
仁
川
は
、

そ
の
光
の
み
な
ら
ず
、
影
に
お
い
て
も

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
都
市
の
未
来
を

象
徴
す
る
存
在
と
い
え
る
。

（
お
お
は
た　

ひ
ろ
し
／
明
治
大
学
文

学
部
教
授
）
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仁
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仁
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。
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仁
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テ
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仁
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。


